
視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   岡  明 彦    

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ０ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 三 郷 流 山 橋 （ 江 戸 川 渡 河 部 ） の 現 況 視 察 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 小 雨 の 中 で し た が 、 東 葛 土 木 事 務 所 の 職 員 の 方 々 に 丁 寧 な ご 説

明 を 頂 い た こ と に 、 感 謝 申 し 上 げ る 。  

 

事 業 期 間 と し て 、 平 成 ３ ０ 年 度 か ら 令 和 ４ 年 度 の 短 期 間 に お い

て 県 を 跨 ぐ 有 料 道 路 と し て 完 成 を 見 た こ の 三 郷 流 山 橋 有 料 道 路 で

あ る が 、 総 建 設 費 ２ １ ７ 億 、 有 料 道 路 事 業 費 ８ ４ 億 円 に な り 、 料

金 徴 収 期 間 は ３ ０ 年 と な る 。  

 

橋 全 体 の 構 造 は 、 埼 玉 県 側 は ４ 径 間 連 結 Ｐ Ｃ コ ン ボ 桁 橋 、 渡 河

部 は ７ 径 間 連 続 鋼 細 幅 箱 桁 橋 、 そ し て 千 葉 県 側 は ６ ＋ ４ 径 間 連 続

鋼 少 数 I 桁 橋 、 単 純 鋼 合 成 床 版 橋 が 採 用 さ れ 完 成 を 見 て い る 。  

 

整 備 効 果 と し て 近 隣 橋 り ょ う の 渋 滞 緩 和 が 見 込 ま れ て お り 約 １

０ 分 の 短 縮 と さ れ て い る た め 開 通 を 心 待 ち に さ れ て い る ド ラ イ バ

ー も 多 く い る と 推 察 さ れ る 。 一 方 で 、 料 金 の 支 払 い に お い て 現 金

で の 支 払 い の 他 、 交 通 系 Ｉ Ｃ や Ｗ Ａ Ｏ Ｎ の キ ャ ッ シ ュ レ ス と さ れ

て い る が 、 併 せ て Ｅ Ｔ Ｃ Ｇ Ｏ で の 対 応 に な る た め 開 通 後 の ド ラ イ

バ ー に 事 前 の 周 知 や 一 定 の 理 解 が 必 要 で あ る と 感 じ た た め 、 埼 玉



県 や 千 葉 県 並 び に 近 隣 市 に お い て も 周 知 を し て い た だ き た く 要 望

を さ せ て い た だ い た 。  

併 せ て 、 遊 歩 道 と し て も 利 用 す る 方 々 が 期 待 さ れ て い る が 、 自

転 車 利 用 者 等 に お い て 課 題 が あ る の で は な い か と い う 若 干 の 懸 念

事 項 が 今 回 の 視 察 を 通 し て 残 っ た 。   以 上  

 



視察報告書 

報告者氏名   鈴木 ゆうすけ    

１ 委員会名 

  つくばエクスプレス沿線整備と新川耕地・周辺特別委員会 

２ 期  日  

令和５年１１月１０日（金） 

３ 視察地及び調査事項 

 （１）三郷流山橋（江戸川渡河部）の現況視察について 

４ 所感等 

 長年に渡る南流山から三郷へ繋がる流山橋の渋滞問題を解決するべく完成された
三郷流山橋。江戸川と利根運河という大きな河川と、流山から少し離れるが反対側
は国道１６号線と６号線に囲まれ、どこから向かっても比較的渋滞に巻き込まれや
すく、慢性的な悩みになっている渋滞による道路交通問題が発生していた。 
流山市住民の増加と共に交通量も増加傾向にあり、特に今まで流山橋での往来が頻
繁にあった住民からの橋の完成を待ち望む声も多かったとも思われる。 
 今回作られた橋は片側１車線ずつの合計２車線であるが、最初から将来的に片側
２車線への変更も視野に入れた形として作られている。 
 最初は片側１車線である主な理由としては財政が大きく絡んでいるとの事で、ま
ず３０年間かけて橋の建造費の持ち出し分の回収を目指すとの事であるが、まずは
早期着工と完成に向けて計画を進めた点は三郷流山双方にとって大きな利益である
ことを鑑み、素晴らしい判断と関係者皆様の努力のたまものであると感じる。 
 料金は ETCGOにて徴収し、普通車１５０円軽自動車１００円となっており、利便
性と比較すると、とても利用しやすい値段設定になっていると思われる。 
 計画交通量は１日１２７００台とされており、今後さらに埼玉県と千葉県間の交
流が活性化し、利便性の向上と共に人流を生み、地域活性化への貢献が期待され
る。 
多くの交通量から、流山側の橋周辺の住民への騒音を考慮した設計になってお

り、流山側だけ道路に敷かれているアスファルトが違うほか、防音壁も設置されて
いる。これは、橋が架かっている部分だけではなく橋を降りた先の道路の交通量増
加も考慮したものである。橋を降りた先の一部までは騒音対策として、防音壁が置
かれている。周辺住民への配慮もされた点は素晴らしく、今後もメンテナンスなど
含め、近隣住民とより良い環境維持のために意見を吸い上げられる体制をとってい
ければと感じる。 
 流山側の橋の入り口には、地元流山の南部中学校３年生が書いた「三郷流山橋」
の文字が刻まれており、こういったところにも市民参加の温かみを感じられること
は素晴らしい取り組みである。 

更なる地域発展のためにこのような大きな構想が形になった瞬間に立ち会えた事
はとても光栄な事で、関係者と構想から携わった先人たちの多大な努力に感謝の気
持ちと、この橋が構想された頃より更に都市化が進みつつある流山市の、このまた
先の未来をしっかり描いていく必要性を強く感じる事が出来た。 



視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   う た 桜 子    

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ０ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 三 郷 流 山 橋 （ 江 戸 川 渡 河 部 ） の 現 況 視 察 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 都 市 建 設 委 員 会 と 合 同 で 視 察 に 行 き ま し た 。 通 行 料 は 有 料 で 、

支 払 い は 現 金 、交 通 系 I C カ ー ド 、W A O N、E T C G O に 対 応 し て い ま す 。

流 山 側 の 橋 の 端 に は ツ ツ ジ の 花 、 三 郷 側 に は サ ツ キ の 花 が 掘 っ て

あ る 記 念 碑 が あ り 、 そ れ ぞ れ の 市 の 学 校 で 選 出 さ れ た 生 徒 の 文 字

が 刻 ま れ て い ま す 。 ま た 、 今 は 広 い 二 車 線 で す が 、 最 終 的 に は 四

車 線 に な る た め 、 ま だ 工 事 中 の 場 所 も あ り ま し た 。 こ の 橋 の 開 通

に よ り 長 年 の 渋 滞 の 悩 み が 解 決 さ れ る こ と を 期 待 し ま す 。     

 



 

 

視察報告書 
 

 

報告者氏名  矢口輝美    

 

１ 委員会名 

  つくばエクスプレス沿線整備と新川耕地・周辺特別委員会 

 

２ 期  日  

令和５年１１月１０日（金） 

 

３ 視察地及び調査事項 

 （１）三郷流山橋（江戸川渡河部）の現況視察について 

 

４ 所感等 

この度はご担当者の皆様に直接お話を伺う機会をいただき、ありがとうございまし

た。新しい橋が出来るという事だけでも大変なのに、県をまたぐという事がどれだけ

大変なのかを知る事が出来ました。流山市側の道路が近隣住民に配慮し、騒音の問題

が起きないように色々考えられている事がわかりました。いろいろな人の思いが詰ま

った橋です。多くの方に利用していただき、お互いに街の発展に寄与できるように議

員としても、しっかり周知していきたいと思います。 
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視 察 報 告 書 

 

 

報 告 者 氏 名   お だ ぎ り  た か し   

 

１  委 員 会 名  

  つ く ば エ ク ス プ レ ス 沿 線 整 備 と 新 川 耕 地 ・ 周 辺 特 別 委 員 会  

 

２  期   日   

令 和 ５ 年 １ １ 月 １ ０ 日 （ 金 ）  

 

３  視 察 地 及 び 調 査 事 項  

 （ １ ） 三 郷 流 山 橋 （ 江 戸 川 渡 河 部 ） の 現 況 視 察 に つ い て  

 

４  所 感 等  

 令 和 ５ （ ２ ０ ２ ３ ） 年 １ １ 月 ２ ６ 日 に 開 通 す る 「 三 郷 流 山 橋 有

料 道 路 （ 以 下 、 新 橋 ） 」 （ 事 業 者 ： 埼 玉 県 、 千 葉 県 、 埼 玉 県 道 路

公 社 、 道 路 管 理 ： 埼 玉 県 道 路 公 社 ） を 、 開 通 前 に 特 別 委 員 会 で 視

察 し た 。                            

（ １ ） 平 成 ５ 年 、 流 山 橋 の 慢 性

的 で 深 刻 な 渋 滞 の 緩 和 ・ 解 消 を

目 指 し 、平 成 ５ 年（ １ ９ ９ ３ 年 ）

の 建 設 に 向 け た 組 織 が 立 ち 上 げ

ら れ て お り 、 事 業 化 か ら 開 通 ま

で ３ ０ 年 余 と な る 事 業 と な っ た 。           

概 要 は 以 下 の 通 り 。                      

【 開 通 区 間 】埼 玉 県 三 郷 市 前 間（ ぜ ん ま ）地 内（ 県 道 三 郷 松 伏 線 ）

～ 千 葉 県 流 山 市 三 輪 野 山 （ み わ の や ま ） 地 内 （ 県 道 松 戸 野 田 線 バ

イ パ ス ）                           

【 延 長 】 約 ２ ㌔ ｍ （ う ち 江 戸 川 渡 河 部 は 約 ４ ５ ０ ｍ ）       

【 車 線 数 】 ２ 車 線 （ 暫 定 ） … 当 初 計 画 ４ 車 線           

【 総 事 業 費 】 約 ２ １ ７ 億 円 （ 歩 行 者 の み 無 料 ）          

【 決 済 方 法 】 現 金 の ほ か 、 キ ャ ッ シ ュ レ ス 決 済 （ 交 通 系 電 子 マ ネ
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ー 、 Ｗ Ａ Ｏ Ｎ 、 Ｅ Ｔ Ｃ Ｇ Ｏ （ 利 用 可 能 な Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド 発 行 会 社 ：

三 井 住 友 ト ラ ス ト ク ラ ブ 株 式 会 社 、 対 象 Ｅ Ｔ Ｃ カ ー ド ： ダ イ ナ ー

ス ク ラ ブ （ コ ー ポ レ ー ト カ ー ド 会 員 を 含 む ）  

 

（ ２ ） 平 成 １ １ 年 に 議 員 と な っ て

以 降 、 毎 年 議 論 が さ れ て き た 経 緯

を 体 感 し て き た だ け に 、 多 く の 関

係 者 の 様 々 な 努 力 の 結 実 は 今 後 の

市 政 づ く り に 大 い に 参 考 と な っ た 。            

特 に 、 市 内 複 数 ル ー ト 案 か ら 現

行 ル ー ト へ 絞 り 込 む 経 緯 な ど は 、

議 員 の 重 責 を 深 く 感 じ る 場 面 で あ っ た 。 ま た 平 成 ２ １ 年 ８ 月 ２ ５

日 「 覚 書 」 （ 流 山 市 と 周 辺 自 治 会 及 び 周 辺 住 民 の 会 （ 巨 大 道 路 の

建 設 に 反 対 す る 三 輪 野 山 と 周 辺 住 民 の 会 及 び 巨 大 道 路 用 地 不 買 同

盟 ） ） の 努 力 に 恥 じ な い よ う 、 今 後 、 周 辺 環 境 に 配 慮 さ れ た 、 安

全 で 快 適 な 道 路 と な る よ う 誠 実 な 道 路 管 理 と と も に 、 議 会 側 の チ

ェ ッ ク が 必 要 と 考 え る 。                               

（ ３ ）今 後 、本 格 的 開 通 に よ る 影 響 を 注 視 し つ つ も 、現 時 点 で は 、

① Ｅ Ｔ Ｃ が こ れ ほ ど 普 及 し た 社 会 で あ り な が ら 、新 橋 の Ｅ Ｔ Ｃ（ １

０ 月 ５ 日 現 在 ） は 、 イ オ ン フ ィ ナ ン シ ャ ル サ ー ビ ス ㈱ 、 ト ヨ タ フ

ァ イ ナ ン ス ㈱ 、 三 菱 U F J ニ コ ス ㈱ 、 ユ ー シ ー カ ー ド ㈱ 、 三 井 住 友

カ ー ド ㈱ 、 S M B C フ ァ イ ナ ン ス サ ー ビ ス ㈱ 、㈱ オ リ エ ン ト コ ー ポ レ

ー シ ョ ン 、  ㈱ ジ ェ ー シ ー ビ ー 、ア メ リ カ ン ・ エ キ ス プ レ ス ・ イ ン

タ ー ナ シ ョ ナ ル , I n c .、 ㈱ ク レ デ ィ セ ゾ ン  等 ） が 利 用 で き な い 。

料 金 所 の 混 雑 緩 和 と 安 全 確 保 の た め に も 早 期 対 応 拡 大 が 必 要 と 考

え る 。                             

② 新 橋 出 入 口 は 、 道 路 塗 装 な ど で 一 定 整 理 さ れ た も の の 、 逆 走 や

進 行 道 路 の 見 誤 り 、 流 山 市 道 と の 合 流 に よ る 危 険 性 を 感 じ た 。  

③ お お た か の 森 方 面 に 向 け て 交 流 量 の 大 幅 増 加 に 伴 い 、 登 下 校 時

の 子 ど も の 多 さ か ら 表 示 型 歩 行 者 信 号 機 の 設 置 や 、 東 武 バ ス の 大

畔 バ ス 停 の 変 更 等 、 危 険 注 意 箇 所 へ 注 視 し た い 。                              
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（ ４ ） 新 橋 は 広 域 幹 線 「 都 市 軸 道

路 」の 一 部 を な し 、都 市 軸 道 路 は 、

日 本 政 府 と ア メ リ カ 政 府 に よ る

『 プ ラ ザ 合 意 （ １ ９ ８ ５ 年 ） 』 に

基 づ く 「 業 務 核 都 市 構 想 （ 東 京 ⇔

柏 ⇔ つ く ば 市 ⇔ 水 戸 市 、 大 宮 市 ⇔

越 谷 市 ・ 草 加 市 ⇔ 柏 市 ⇔ 千 葉 市 ：

h t t p s : / / w w w . m l i t . g o . j p / c r d / d a i

s e i / g y o u m u k a k u /）」の 中 心 的 幹 線

道 路 と い う 国 家 的 プ ロ ジ ェ ク ト の

位 置 づ け や 側 面 が あ る 。                               

更 な る 大 規 模 開 発 の 誘 導 ・ 大 規 模

な 自 然 破 壊 に つ な が る 可 能 性 も あ

り 、 注 視 し た い 。                              


